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主催　クルド人難民 M さんを支援する会　共催　立命館大学国際平和ミュージアム

｜立命館大学国際平和ミュージアム
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インフォメーション

会場・問い合わせ先

┃写 真 と パ ネ ル 展 示
新 聞 報 道 で 伝 え る 入 管 問 題
収 容 さ れ る 難 民
ク ル ド 難 民 と は
難 民 と 共 に 生 き る

い
ま 市バス12･15･50･51･52･55･59･M1、JRバスにて

「立命館大学前」下車、徒歩5分

市バス204・205にて「わら天神前」下車  徒歩10分

※駐車場はありませんのでお車での来館はご遠慮ください

展示作品より：トルコ治安部隊によって破壊された家屋の前を歩くクルド人住民。

トルコ東部・ディアルバクル県スル市にて

クルド人写真家レフィク・テキン （NARPHOTOS通信）

入
管
収
容
所
で
苦
し
む
外
国
人
の
現
在―

【パネラー】

日本とトルコ、クルド難民のいま
　周  香織 （クルド人難民Mさんを支援する会事務局）

難民の収容と大阪における難民支援活動について
　田中  恵子 （ＲＡＦＩＱ共同代表）
　弘川  欣絵 （弁護士・大阪難民弁護団）

アクセス　阪急 「梅田」駅　徒歩5分・JR「大阪」駅　徒歩7分

〒530-0013　大阪府大阪市北区茶屋町2-30

主催　ＲＡＦＩＱ（在日難民との共生ネットワーク）

MAIL　rafiqtomodati@yahoo.co.jp

HP　　 http://rafiq.jp/

TEL　 06-6335-4440

参加費　一般 1,000円  学生500円

┃見 学 資 料 費
大 人 4 0 0 円（ 3 5 0 円 ）、中 高 生 3 0 0 円（ 2 5 0 円 ）、

小 学 生 2 0 0 円 （ 1 5 0 円 ） ※（  ） 内 は 2 0 名 以 上

の 団 体 料 金 ＊ 先 に 地 階 受 付 で 見 学 資 料 費 を お 支 払

い く だ さ い 。＊ 立 命 館 で 学 ぶ 人・働 く 人 は 無 料 で す 。

〒603-8577 京都府京都市北区等持院北町56-1

TEL 075-465-8151　FAX 075-465-7899

https://www.ritsumeikan-wp-museum.jp/

トーク＆トーク 「入管に収容されている難民を支援して」 2/9［日］14:00～

「平和の祭典」と「おもてなし」の

陰で何が起きているのか？

これは、日本で実際に起きている事件です。

｜会場  大阪聖パウロ教会 ※展覧会とは別の会場です
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